
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
及
び
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
の
感
染
症
危
機
対
応
に
万
全
を
期
す
る
観
点
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
関

す
る
有
識
者
会
議
に
お
け
る
指
摘
を
踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
、
飲
食
業
、

旅
行
業
、
宿
泊
業
等
に
係
る
事
業
者
か
ら
の
意
見
聴
取
も
含
め
、
更
な
る
検
証
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
と

と
も
に
、
速
や
か
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
特
に
予
算
に
関
し
て
は
、
会
計
検
査
院
の
指
摘
も
踏
ま
え
、
全
体
像
の

把
握
、
使
途
の
精
査
及
び
効
果
検
証
を
行
い
、
そ
の
執
行
及
び
管
理
を
改
善
す
る
こ
と
。 

 

二 

内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
は
、
そ
の
位
置
付
け
の
重
要
性
に
鑑
み
、
感
染
症
危
機
に
関
連
す
る
各
府
省
庁
等
の
取
組

に
積
極
的
に
関
与
し
、
感
染
症
危
機
へ
の
対
応
に
係
る
司
令
塔
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
危
機
管
理
に

関
係
す
る
予
算
の
全
体
像
の
把
握
等
に
つ
い
て
も
、
責
任
あ
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
。
そ
の
た
め
、
医
療
の
み
な
ら
ず
、
行

動
経
済
学
、
情
報
工
学
、
心
理
学
、
危
機
管
理
、
広
報
、
デ
ジ
タ
ル
な
ど
多
様
な
専
門
的
知
見
を
活
用
で
き
る
体
制
を
確
保

す
る
ほ
か
、
適
正
な
手
続
で
選
定
し
た
学
識
経
験
者
へ
の
意
見
聴
取
に
よ
り
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
政
策
立
案
を
行
う

こ
と
。 

 

三 

内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
、
厚
生
労
働
省
及
び
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
は
、
常
時
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
緊

密
な
連
携
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 

四 

内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
及
び
厚
生
労
働
省
は
、
適
切
に
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
、
都

道
府
県
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
始
め
と
す
る
各
計
画
の
整
合
性
等
を
担
保

令

和

五
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し
つ
つ
、
実
効
性
の
あ
る
感
染
症
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 
五 
内
閣
危
機
管
理
監
に
つ
い
て
は
、
内
閣
全
体
の
危
機
管
理
と
い
う
所
掌
事
務
の
特
殊
性
及
び
重
要
性
に
鑑
み
、
感
染
症
危

機
管
理
に
お
い
て
も
、
そ
の
役
割
を
十
全
に
果
た
せ
る
よ
う
、
運
用
上
の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
。 

 

六 

内
閣
に
お
け
る
危
機
管
理
に
係
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
危
機
管
理
人
材
育
成
に
係
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

充
実
さ
せ
、
関
係
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
。 

 

七 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
と
各
府
省
庁
又
は
都
道
府
県
と
の
間
の
調
整
が
難
航
し
た
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
感

染
症
危
機
管
理
統
括
庁
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
長
の
指
示
権
の
行
使
に
つ
い
て
慎
重
な
検
討
に
努
め
、
あ

ら
か
じ
め
各
府
省
庁
又
は
都
道
府
県
の
意
見
を
十
分
に
聴
き
取
り
、
当
該
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
総
合
調
整
に
努
め
る
こ
と
。 

 

八 

感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
要
請
等
に
関
し
、
都
道
府
県
知
事
が
事
業
者
等
に
命
令
す
る
際
に
勘
案
す
べ
き
事
項
を
定

め
る
政
令
に
つ
い
て
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
機
動
的
か
つ
臨
機
応
変
な
意
思
決
定
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
内
容

と
す
る
こ
と
。 

 

九 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
政
府
行
動
計
画
」
と
い
う
。
）
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

感
染
症
対
応
に
有
用
な
情
報
を
、
平
時
か
ら
効
率
的
・
統
合
的
に
収
集
・
管
理
す
る
た
め
の
情
報
基
盤
の
整
備
と
普
及
策
に

つ
い
て
検
討
し
、
政
府
行
動
計
画
の
中
に
盛
り
込
む
こ
と
。 

 

十 

起
債
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
象
を
定
め
る
総
務
省
令
の
内
容
を
、
未
知
の
感
染
症
の
発
生
に
も
十
分
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
感
染
症
対
策
に
係
る
最
新
の
専
門
的
知
見
を
い
か
す
た
め
、
不
断
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
措
置
を
め
ぐ
る
改
正
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
取
し
、
国
の
財
政
措
置
の
責
任
を
単
に
地
方
公

共
団
体
に
転
嫁
す
る
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と
。
感
染
症
対
応
の
初
動
期
に
お
い
て
、
よ
り
機
動
的

か
つ
効
果
的
に
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
都
道
府
県
と
協
議
の
上
、
国
の
都
道
府
県
に
対
す
る
財
政
支
援
の
在



り
方
を
検
討
し
、
政
府
行
動
計
画
の
中
に
盛
り
込
む
こ
と
。 

 
十
一 

内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
の
業
務
の
肥
大
化
を
防
止
す
る
た
め
、
事
務
及
び
組
織
に
つ
い
て
不
断
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
法
律
に
基
づ
く
内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
へ
の
業
務
の
追
加
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
七
日
の
閣
議
決
定
「
内
閣

官
房
及
び
内
閣
府
の
業
務
見
直
し
に
つ
い
て
」
等
を
踏
ま
え
、
内
閣
の
司
令
塔
機
能
な
ど
本
来
の
役
割
を
十
分
発
揮
す
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
に
限
る
と
と
も
に
、
原
則
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
業
務
を
行
う
期
限
を
設
け
る
こ
と
。 

 

十
二 

感
染
症
危
機
に
お
い
て
、
国
民
に
対
し
感
染
症
や
政
府
の
対
応
に
関
す
る
情
報
を
正
確
か
つ
効
果
的
に
提
供
す
る
観
点

か
ら
、
そ
の
発
信
及
び
説
明
は
、
政
策
決
定
等
に
責
任
の
あ
る
者
が
そ
の
役
割
を
担
い
、
十
分
な
頻
度
で
か
つ
継
続
的
に
行

う
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


